
ジェニー、教
きょう

訓
くん

を 学
まな

ぶ

　「あの子
こ

ったら、今
こん

度
ど

は どこに 行
い

って しまったのかしら？　
うろうろしてばかり いるんだから。また トラブルに 巻

ま

きこまれて 
ないと いいんだけど。」　めんどりの ヘンリエッタは コッコッと 
鳴
な

きながら、ひよこの ジェニーを さがしに 出
で

かけました。



　にわとり小
ご

屋
や

の 中
なか

では、めんどりたちが ねぐらに おさまり、ひよこたちは うろうろしたり、
エサを 食

た

べたり していました。ほこらしげな おんどりさえもが、そこで みんなの 様
よ う す

子を 
ながめています。でも、ジェニーの すがたは どこにも ありません。

　「ヘンリエッタ、また ジェニーが いないの？　ここでも、しばらくは 見
み

かけて いないわよ。」と、
めんどりの マチルダが 言

い

いました。「一
いっ

体
たい

、どこに いるのかしら？」と、ヘンリエッタ。

　ちょうど その時
とき

、おんどりが にわとり小
ご

屋
や

を 出
で

て、コケコッコーと 鳴
な

き始
はじ

めました。



　コケコッコー！

　農
のう

場
じょう

の はしっこでは、ひよこの ジェニーが おんどりを 
ながめて いました。（また おんどりさんが 鳴

な

いてるわ！　
毎
まい

朝
あさ

毎
まい

朝
あさ

、全
まった

く おんなじなんだから！　この 辺
あた

りじゃあ、
面
おも

白
しろ

い ことが なんにも ないわ。自
じ

分
ぶん

で 見
み

つけに 
行
い

くしか ないわね。）

　ジェニーは、農
のう

場
じょう

を 囲
かこ

っている 古
ふる

い 木
き

の さくに 向
む

かって 
走
はし

り始
はじ

めました。さくの 外
そと

へ 冒
ぼう

険
けん

に 出
で

かけようと 思
おも

ったのです。



　ウウウーッ！

　ジェニーは びっくりして 飛
と

び
上
あ

がりました。見
み

上
あ

げると、
農
のう

場
じょう

の 犬
いぬ

、ハンターです。
ハンターは、ほえたり うなったり
しました。ジェニーは 今

いま

までに 
ハンターを おこらせた ことが 
ないので、びっくりして 動

うご

けなく
なって しまいました。

　「助
たす

けて！　お母
かあ

さん、
助
たす

けてー！」
　お母

かあ

さんの 声
こえ

を 聞
き

いて、
ジェニーは さけびました。

　すると、お母
かあ

さんの ヘンリエッタが コッコッと 鳴
な

きながら やって
来
き

ました。「そんなに うなるのは やめてちょうだい、ハンター！　
ジェニーは、もう 十

じゅう

分
ぶん

 こわがってるわ。」　そう 言
い

って、
ヘンリエッタは ハンターを たしなめました。

　ハンターは、ちょっと とまどっている 様
よ う す

子
でした。「おチビさんの ジェニーが、また 
まい子

ご

に ならないようにって 思
おも

っただけだよ。」

　「ご苦
く

労
ろう

様
さま

。ここからは、わたしが めんどう 
見
み

るわ。」と、ヘンリエッタ。



　「お母
かあ

さん、ハンターって、すごく 
大
おお

きくて、こわかったわ・・・」　
ヘンリエッタが ジェニーを 安

あん

心
しん

させる
ために つばさの 下

した

に 引
ひ

き寄
よ

せると、
ジェニーが わっと 泣

な

き出
だ

しました。

　「さあさ、ハンターの ことは 心
しん

配
ぱい

いらないわ。大
おお

きくて こわそうだけど、
かみついたりする わけじゃ ないの。
わたしたちを 危

き

険
けん

から 守
まも

るのが、
彼
かれ

の 仕
し

事
ごと

なのよ。

　農
のう

場
じょう

の 外
そと

には、危
き

険
けん

が いっぱい あるわ。一
ひ と り

人で 外
そと

に 
出
で

たら、まい子
ご

に なったり、ケガしたり するかも しれないの。
もし あなたに 何

なに

か 起
お

こったら、お母
かあ

さんは とても 悲
かな

しく 
なって しまうわ。」と、ヘンリエッタ。



　「農
のう

場
じょう

の 外
そと

に 出
で

ようと して 
ごめんなさい、お母

かあ

さん。でも 
時
とき

々
どき

、何
なに

か 目
め

新
あたら

しい ことを 
見
み

つけたく なるの。」と、ジェニー。

　「分
わ

かるわ。でもね、農
のう

場
じょう

の 中
なか

でも、いろいろと 新
あたら

しい わくわく
するような ことを 見

み

つけられるって 知
し

ったら、びっくりするわよ。ただ、
ちょっと 想

そう

像
ぞう

力
りょく

が 必
ひつ

要
よう

な だけなの。よかったら、わたしが 小
ちい

さかった 
時
とき

に 夢
む

中
ちゅう

に なっていた いろんな ことを 教
おし

えて あげるわ。」

　時
とき

には、どうして これや あれを しなくちゃ いけないのか、
あるいは、しては いけないのか、分

わ

からない ことが あるでしょう。
でも、お父

とう

さんや お母
かあ

さんや 先
せん

生
せい

の 言
い

いつけを 守
まも

るのは、
安
あん

全
ぜん

で いる 助
たす

けに なるのです。

　「それは 楽
たの

しそう。わたし、冒
ぼう

険
けん

する 
時
とき

、あぶない 所
ところ

に 行
い

かないように、
気

き

を 付
つ

けるわね。いつも わたしの 
めんどうを よく 見

み

てくれて、ありがとう！」と、
ジェニーが 言

い

いました。
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